
第 4回 地域づくり部会 会議概要 

日 時 令和 2年 7月 30 日（木曜） 午後 3時 10 分～午後 4時 00 分 

会 場 豊栄地区公民館 視聴覚室 

出 席 委 員
五十嵐委員、澤委員、本間委員、阿部（勝）委員、山賀委員、工藤委員、

菅原委員、鶴巻委員、 8 人 

欠 席 委 員 神田（征）委員、小池委員、村山委員 

事 務 局

関 係 課
菊地建設課長、古寺北出張所長、地域総務課（中川課長補佐、高田） 

会 議 要 旨

1 令和 2年度自治協議会提案事業「北区交通マップ作成」について 

レイアウトや掲載項目について、3つの案をもとに以下のとおり協

議しました。 

①レイアウトについて 

・前回部会でサイズについて決定したが、実際のサイズで作成した

レイアウト案をもとに、利便性や実用性などを考慮し再度協議し

た結果、A3 サイズ（カラー両面印刷）に変更。

・表面には地図をなるべく大きく掲載。 

・地図上の路線やバス停は、交通の種類ごとに色を統一し、分かり

やすく。 

・写真やイラストなどがあると目を引きやすく見やすくなる。 

②掲載項目について 

・主な掲載項目は以下のとおり 

地図、各路線図、各公共交通説明、バスの乗り方、タクシー、

高齢者お役立ち情報（運転免許返納や「シニア半わり」りゅー

とカードについてなど）、位置情報システム 

・区バス及び住民バスの始発終発、便数、運賃など基本情報を掲載。

 ⇒次回部会にて、事務局案をもとに検討。 

〔主な意見〕 

 ・写真やイラストなどがあると目を引きやすく見やすくなる。 

 ・岡方・長浦地区について、デマンド交通は運行しているが、他地区

のように路線図を引くことができないため、地図上でみると空白に

なってしまう。 

以上
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第 4 回 福祉教育部会 会議概要

日時 令和 2 年 7 月 30 日（木） 午後 3 時 10 分～午後 4 時

会場 豊栄地区公民館 第 1 研修室 第 2 研修室

出席

委員

清水委員、梅津委員、神田(恭)委員、樺山委員、藤沢委員、中嶋委員、

佐久間委員、 7 人

欠席

委員
小林委員、相馬委員、平松委員、、3 人

事務

局

川崎課長（健康福祉課）、拝野館長（豊栄地区公民館）、小林教育支援センタ

ー長、高野・深沢（地域総務課） 

会議

要旨

(1)令和３年度自治協議会提案事業について

明日までに提出をお願いします。

(2) 令和 2 年度自治協議会提案事業「福祉教育部会だより」について

◆保護者・子ども向け担当 

担当する６ページの内容を決定し、担当を決めました。 

各担当が原稿を作成し、次回の部会で確認することとしました。 

対象 内容 担当委員 

保護者 

子どもは親の鏡、ほめることの大切さ 樺山 

いじめについて 
梅津 

心の SOS を見逃さないで 

思春期・反抗期、睡眠の大切さ 中嶋 

子ども 
多様な生き方、自分らしく生きる 

佐久間 
相談していいんだよ、困ったときの相談窓口

◆応援団向け担当及び福祉担当 

内容について意見交換を行いました。 

応援団向け…①子どもとスマホの関わりなど ②コミュニケーションの大

切さ ③新型コロナウイルス感染症について 

福祉…保護者向けなどの内容からの流れを崩さないような内容とする。

   赤ちゃんふれあい体験事業など子どもに関係した内容

原稿は担当を決めず、ひな形を事務局が作成し各自記入してもらうことと

しました。



第４回 自然文化部会 会議概要 

日 時 令和２年７月 30日（木曜） 午後 3時 15 分～午後 3時 45 分 

会 場 豊栄地区公民館 

出 席 委 員
阿部(美)部会長、本間(久)副部会長、赤間委員、松田委員、黒川委員

原委員、皆川委員、本田委員 

欠 席 委 員 渡邉委員 

事 務 局

関 係 課

産業振興課（山際課長、村山係長）、区民生活課（高橋課長）、地域総務

課（長谷川課長補佐、伊藤副主査） 

会 議 要 旨

〇当初予定したイベントに代わる活動について

豊栄高校の生徒と協働で福島潟のＰＲ動画を製作することとし

た。⇒８月３日に豊栄高校へお願いに行き、了解を得た。

第 5回自然文化部会はビュー福島潟で開催し、現地視察を行う
とともに、動画コンセプト等の企画立案を進めることとした。

＜主な意見等＞ 

・福島潟の四季をＰＲできると良い。今年度は夏～冬までの動

画でいったん完結し、来年度の自然文化部会で引き続き製作を

してもよいのではないか。

・製作した動画はWEB上でも公開し、市内外の人へ発信して
はどうか。

・福島潟の河川改修の完成イメージなどを入れ、治水としての

役割もＰＲしてはどうか。

〇福島潟マスコットキャラクター「クイクイ」２体目の製作につ

いて

 クイクイ２体目の製作に取り掛かかることとした。クイクイは

中に人が入れるだけでなく、中に詰め物などをすることで自立で

きるようにし、写真撮影スポットなどとして活用することとした。

＜主な意見等＞ 

・新型コロナウイルスの感染対策を踏まえると、これまでのよう

にクイクイと触れ合うかたちでの活用は難しい。今後は、非接触

型の新しい活用方法を考えていく必要がある。 

 ・11 月にビュー福島潟でマルシェの開催が予定されている。そ

ういったところでも積極的に活用していきたい。 

〇ラムサール条約啓発パネル移動展示について 

７月30日から９月30日まで岡方コミュニティセンターで展示

を行う旨、事務局から説明があった。 


